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川内町の

下水道事業
• .シリース‘④

rJII内町の下水道事業」シリ

ーズ4回目の12月号は、「排水設

備工事と指定工事店」について

紹介します。

排
水
設
備
と
は

排
水
設
備
と
は
、
家
庭
な
ど
か

ら
公
共
下
水
道
に
汚
水
を
導
く
た

め
の
宅
地
内
の
排
水
管
や
ま
す
な

ど
を
い
い
ま
す
。

排
水
設
備
は

個
人
が
設
置
す
z
w

町
が
下
水
道
本

管
に
つ
な
が
る
公

共
ま
す
を
宅
地
内

に
設
置
し
ま
す
の

で
、
ト
イ
レ
や
風

呂
な
ど
か
ら
の
汚

水
を
流
す
排
水
設

備
を
、
個
人
負
担

で
公
共
ま
す
ま
で
つ
な
い
で
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

排
水
設
備
の
接
続
方
法

と
構
造
の
基
準

町
で
は
、
個
人
が
設
置
す
る
排

水
設
備
に
も
い
ろ
い
ろ
と
基
準
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
公
共

下
水
道
の
管
渠
や
処
理
場
が
い
か

に
完
全
に
整
備
さ
れ
て
も
、
汚
水

を
集
め
る
窓
口
で

し

っ
か
り
し
な

い
と

公
衆
衛
生
の
向
上
に
寄
与
す

る
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
か
ら
で

す
。そ

れ
で
は
、
代

表
的
な
基
準
を
上

げ
ま
す
と
、

①
公
共
ま
す
に

は
雨
水
管
は

接
続
し
な
い
。

排水設備の設置例
く分流式の場合〉

公共下水道(町施工)

a 
広報かわうち平成1 2年1 2月号

排水設備(個人胞工)



②
一
般
家
庭
の
排
水

管
の
内
径

は
、

一
0
0
ミ
リ
メ

ー
ト

ル

以
上
で
耐
水
性
の
材
質
の
も

の
を
使
う
。

③
排
水
管
は
暗
渠
と
す
る
こ
と

。

④
排
水
管
の
勾
配
は

一
O
O
分

の
二
以
上
と
す
る
こ
と
。

⑤
排
水
管
の
直
線
部
に
は
、
直

径
の
一
二
O
倍
以
下
の
間
隔

で
ま
す
を
設
け
る
こ
と
。

⑥
排
水
管
の
起
点
、
終
点
、
合

流
点
及
び
屈
曲
点
に
は
か
な

ら
ず
ま
す
を
設
け
る
こ
と
。

⑦
ま
す
の
内
径
は

一
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト

ル
以
上
で
、
底
部
に

は
イ
ン
パ
l

ト

を
設
け
、
密

閉
蓋
と
す
る
こ
と

。

⑧
台
所
、
浴
室
、
洗

濯
場
な
ど

の
汚
水
流
出
ま
す
に
は
防
臭

装
置
や
ご
み
よ
け
装
置
な
ど

を
設
け
る
こ
と
。

以
上
の
よ
う
な
こ
ま
か
な
基
準

を
設
け
て
い
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
は
指
定

工
事
店
に
依
頼
じ
て
行
う

排
水
設
備
工
事
は
、
専
門
的
な

技
術
を
伴
う
も
の
で
、
毎
年
技
術

者
の
認
定
の
た
め

「
責
任
技
術
者

認
定
の
た
め
の
試
験
及
び
更
新
講

習
」
を
愛
媛
県
統
一
で
行
っ
て
お

り
、
こ
の
試
験
に
合
格
し
た
技
術

者
が
い
る
業
者
を
指
定
工

事
店
と

し
て
指
定
を
行
い
ま
す
。

排
水
設
備

工
事
を
行
う
際
に
は

川
内
町
指
定
の
工
事
店
に
発
注
し

て
く
だ
さ
い

。

排
水
設
備
工
事
を

行
う
時
期

町
で
は
汚
水
を
公
共
下
水
道
へ

流
す
こ
と
の
で
き
る
区
域
を
、
毎

年
処
理
区
域
と
し
て
公
示

し
ま
す

が
、
処
理
区
域
と
な

っ
た
皆
さ
ん

排水設備工事の手順

見積依頼

「指定工事店」

に見積りを依頼

します。

に
は
、
そ
れ
以
降
六
カ
月
以
内
に

排
水
設
備
工
事
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ト
イ
レ
の
水
洗
化
は
、
同

じ
く

処
理
区
域
と
な

っ
た
日
か
ら

三
年

以
内
に
行
う
こ
と
が
下
水
道
法
に

よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
恐
び

利
子
補
給
制
度

ト

イ
レ
の
水
洗
化
改
造
工
事
は
、

個
人
負
担
で
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
融
資
制
度
が
利
用
で
き
ま
す

。

限
度
額

五
万
円
以
上
五
十
万

円
ま
で
(
無
利
子
)

約

「指定工事店」が現地調査、設計、

見積りをしますから施工方法、費用な

ど十分に訂ち合わせを行い、工事契約

をします。

工事申請

「指定工事店」が排水設備新設申請

書を作成し、町の水道課へ提出します。

主刀
フミ

償
還

毎
月

一
万
円
づ
っ

保
証
人

一
名
必
要

融
資
条
件
に
つ
い
て
の
詳
細
は

水
道
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

排
水
設
備
は

重
要
恕
も
の

各
家
庭
の
排
水
設
備
は
、
そ
の

規
模
は
小
さ
く
て
も
公
共
下
水
道

に
と
っ
て
は
、
い
わ
ば
窓
口
と
い

え
る
最
初
の
入
口
で
す
。
不
備
な

工
事
を
行
い
ま
す
と
下
水
が
停
滞

し
た
り
、

臭
気
の
原
因
と
も
な
り

ま
す
。
ま
た
、
誤

っ
て
雨
水
を
つ

な
い
で
し
ま
い
ま
す
と
、
下
水
処

る
事
れ

す
工
さ

格

定
工

合
指
施

に
「
て

査
が
つ

審
事
よ

の
工
に

。

町

、

J
す

と
店
ま

工事完了後5日以内に完了届を提出

して町の完了検査を受けます。

工

完成・検査

施

理
場
の
機
能
に
も

影
響
を
あ
た
え

る
重
要
な
設
備
で
す
。

下
水
道
排
水
設
備
に
つ
い
て
、

も

っ
と

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

気
軽
に
役
場
水
道
課
下
水
道
係

(宮
9
6
6

・

2
2
3
8
)
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
月
号
で
は
、
「
指
定
工
事
店

一

覧
表
」
と
私
道
へ
の
公
共
下
水
道

の
布
設
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す

。

。

使用開始

完了横査に合格すると、 邑(

「排水設備等横査j斉証Jが 九_.s 
交付されます。 . 。

使用をはじめることが

できます。

ぬ
広報かわうち平成12年12月号



町購買の給与・定員管理等の状況は次のとおりです。

(1 ) 人件費の状況(普通会計決算)

|住民基本台帳人口 | 歳出額
区分 I ,:--=:= ~ ':::nl:::.:a=, I 実質収支

人件費

(B) 

人件費率(参考)

1 (平成12年 3 月 31 日現在) 1 (A) (B/A) 110年度の人件費率

l1 ， 125人 I 5 ， 174 ， 759千円 I 190 ， 951千円 I 929 ， 573千円 17.9% 

注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(2) 職員給与費の状況(普通会計予算)

職員数 与費

(A) 1 給

給

料 職員手当 |期末 ・勤勉手当| 計 (B) 

115人 416 ， 628千円

注)職員手当には退職手当を含みません。

注)給与費は当初予算に計上された額です。

65 ， 681千円 186 ， 332千円 1 668 ， 641千円

15.6% 

1 人当たり給与費
(B/A) 

5 ， 814千円

(3) 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況 (平成11年 4 月 1 日現在)

般 :f� 政 職 技 i円AbEf 労 務 職
区分

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

川内町 306 ， 700円 386 ， 900円 40 .4歳 211 ， 600円 220 ， 400円 43. 9歳

国 322 ， 033円

-----------
39.7歳 286 ， 958円 -------- 47. 8蔵

(4) 職員の初任給の状況 (平成12年 4 月 1 日現在)

)[1 内 町 国
区 分

決定初任給 採用 2 年経過日給料額 決定初任給 採用 2 年経過日給料額

大学卒
一般行政職

163 ， 800円 181 ， 400円 174 ， 400円 188 ， 900円

高校卒 141， 900円 151 ， 800円 141 ， 900円 151 ， 800円

(5) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 (平成12年 4 月 1 日現在)

区

一般行政職

経験年数10年~15年

261 ， 100円

経験年数20年~25年

381 ， 100円

経験年数25年~30年

405 ， 500円

211 ， 400円 324 ， 300円 386 ， 300円

注)経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

(6) 一般行政職の級別職員数の状況 (平成12年 4 月 1 日現在)

区 分 手長 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 手投 8 級

標準的な職務内容 主事補・技師補 主事・技師 主 任 主査・係長 専門員
言十

課長補佐 課 長 課 長

職 員 数 5 人 16人 13人 18人 15人 11人 7人 4人 89人

構 成 比 5.6% 18.0% 14.6% 20.2% 16.9% 12.3% 7.9% 4.5% 100% 

(参考) 1 年前の構成比 5.6% 18.9% 11.1% 24.4% 15.6% 12.2% 11.1% l.1% 100% 

注) 川内町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
注)標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

平成12年12月号 広報かわうち

ぬ



区分 内容 (平成12年 4 月 1 日現在) 国の制度と の異同

交通用具使用の場合

通
(2 klll以上~25klll未満のみ記載)

2 klll以I:~5 klll未満 2 , 0001IJ 
勤
5 km以上~10km未満 4 ， 100円 同 じ

手 10km以上~15km未満 6 ， 500円

当 15km以上~20km未満 8 ， 900円

20k lll以上~25km未満 11 ， 300円

区 分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 11.9% 

支給対象職員 1 人当た り 平均支給年額 105 ， 600円

特殊勤務
手当の種類 ( 手当 数) 9 

手 当
f~こ nl]"税徴収事務手当 、 国土調査手当、表

( 11 年度) 的
伝染病防疫手当、行旅病人等処置な

手
当 手当、保育所保育土手当、簡易水
。コ
名 道手当 、 野犬等処理手当称

時間外 11 
年
支給総 額 35 ， 094千 |よl

勤務手当 度 職員1 人当たり の支給年額 272千円

(8) 特別職の報酬等の状況
(平成12年 4 月 1 日現在)

区 分 給料 月 額等

給 IIIT 長 820 ， 000円

助 役 655 ， 000円

料 収 入 j支 608 ， 000円

報 三日J抗主 長 302 ， 000円

高リ 吾日'~主ι 長 240 ， 000円

猷| 議 員 220 ， 000円

期
nlJ 長 6 月 j切 l. 6)司分

末 助 役 12月期 l. 9月分
手
当 収 入 f交 3 月期 0 . 25月分
( 

3 . 75月分H 
11 

年度
壬H主3丸主 長

支
6 月期 l. 6月分

給割 議 長 12月期 l. 9月分

￡ロ泊、 議 民国l 3 月 WJ 0. 25月分
) 

3 .75月分

平成12年1 2月号広報かわうち

(7) 職員手当の状況
区分 JII 内 町 国

(11年度支給割合) (11年度支給割合)

期 Wl末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

王 I 6 月期 l. 6月分 0. 6月分 6 月期 l. 6月分 0 .6月分

当 1 12月 j切 l. 9月分 0.6月分 12月期 l. 65月分 0.6月分

勤 I 3 月期 0. 25月分 一月分 3 月期 0 .50月分 一月分

3 .75月分 l. 2月分筆 I ~"I ' 3 .7附 l. 2月分
当 I !f能*リ l二の段階、 職務の級等による

1JII算措置 有

lf;jX制上の段階、職務の級等による

加算指置 有

(支給率) (支給率)

自己都合 勧奨 ・ 定年 |三l 己都合勧奨 ・定年

退 | 勤続20年 2l. 0月分 28 .875月分|勤続20年 2l. 0月分 28 . 875月分

| 勤続25年 33. 75月分 44 . 55月分|勤続出年 33.75月分 44 . 55月分

職| 勤続35年 47. 5月分 62 .7月分|勤続35年 47.5月分 62 . 7月分
手 | 最高限度制 60 . 0月分 62 . 7 月分 | 最高限度額 60.0月分 62 .7 )守分

その仙の加算措置 |その他の加算措置

当| 定年前早期退lfiiX特例措置 | 定年前早期退職特例措置
(2 %~20%加算) (2 %~20%加算)

退 lfi抑制寺別昇給 1 号給 |退職時特別昇給 1 号俸

区分 内 容 (平成12年 4 月 1 日現在) 国の制度t の異同

-配偶者 . . ・・ ・ ・ ・・ ・・・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ . . . .. 1 6 ， 000円

.扶養親族2人まで 。 ..・. 5 ， 500円

扶 -扶養手当が支給されない配偶者を

養
有する場合の扶養親族のうちl人 6 ， 500円

-配偶者のない職員の扶養親族 |司 じ
手

のうち1人 11 ， 000円........ 

当
-その他の扶養親族 2 ， 000円

-術16歳年度初めから消122歳年度末までの

聞にある子l人につき加算 5 ， 000円

-持家居住者

0新築 (H持入後5I，f rM'j ) - ・ ・ ・ ・ー・・ー・・ー ・ ・ ・ ・ ・ 2 ， 5 00円

0その他 1 ， 000円

イ主
.{詰家 ・ 佑閉居住者

居
0月額23 ， 000円以下の家賃を支払っている職員

家賃の月額から 12 ， 000円を段除 した制 |可 じ
手

0月謝.'123 ， 000円を超える家賃を支払っている職員
当 家賃の月額から23 ， 000円を控除 した紛の 2 分の

1 (その控除 した額の2分のlカ :;16 ， 000円を越える

ときは、 16 ， 0001工]) を 11 ， 000円 に加算 した綴

-最高支給限度額 27 ， 000円

ぬ



部門別職員数の状況と主な増減理由
(各年 4 月 1 日 現在)

(9) 

~ 
職員数 対前年

主な増減理由
平成11年平成12年 増減数

議会 部門 2 2 

総務部 門 18 18 

税務部 門 6 6 
般
民生部 門 22 22 
fj 
術 生 部門 10 10 

政
K主林水産音1I門 20 20 

音11
商工部 門 1 1 

門 土木部 門 10 9 ム 1 欠員不有n充

言 1 89 88 ム 1

4』干dT1 T、文1M7 う11J l 5 教育部 門 31 29 ム 2 欠員不補充

小 計 31 29 ム 2

水道 部門 4 4 

下 水 道部門 3 3 

その 他 部 門 3 3 

10 10 
i口》、 130 127 ム 3

注)職員数は一般職に属する職員数であ り 、地方公務員の身
分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非
常勤職員 を除いています。

注) 定員適正化計画の一般行政部門職員数と一般行政職の級
別職員数の相違は、 給与職種区分による人数の捉え方と 、
職種分類が異なる ためです。

(10) 定員適正化計画の進捗状況
①定員適正化計画の年次別進捗状況(実績)の概要

(各年 4 月 1 日現在)

区分
8年 9 年 10年 1 1 年 1 2年 1 3年 9~12年

計画前年 1 年目 2 年自 3 年目 4 年目 5 年目 計

減 員 / 2 。 1 l / 4 

般 I組 員 / 3 。 3 。 / 6 
ィ'ーー丁 差 引 / 1 。 2 ム 1 ノ 2 
政
職員数 86 87 87 89 88 1/ 88 

区 分
8 年 9 年 10年 1 1 年 12年 1 3年 9 ~12年 事由の
計画前年 1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目 計 概 要

官義 減 員 。 。 。 。 /1 0 (減員事由)
増 員 。 。 。 。 / 。
差 引 。 。 。 。 / 。 (鳩員事由)

会
職員数 2 2 2 2 2 1/ 2 

総 減 員 。 。 1 。 /1 1 (減員事由)
増 員 。 。 。 。 / 。
差 引 。 。 ム 1 。 / ム 1 (鳩員事佐1 )

I労 職員数 15 15 15 14 14 1/ 14 

企
減 員 1 。 。 。 / 1 (減員事由)

画 増 員 。 。 。 。 / 。
部1 差 引 ム 1 。 。 。 / ム l (地員事由)
整 職員数 5 4 4 4 4 1/ 4 

おt
i成 員 。 。 。 。 /1 0 (減員事|担 )
増 員 1 。 。 。 / l 
差 引 l 。 。 。 / 1 (培員事由)

1発 職員数 5 6 6 6 6 1/ 6 

民 減 員 。 。 。 。 LLQ (減員軸) 1
増 員 1 。 2 。 / 3 
差 引 1 。 2 。 / 3 (増員事由)

生 職員数 19 20 20 22 22 1/ 22 

f釘 減 員 。 。 。 。 /1 0 (減員事IÉ )
増 員 。 。 1 。 / 1 
差 引 。 。 l 。 / 1 (地員事由)

生 職員数 9 9 9 10 10 1/ 10 

jH 
減 員 。 2 。 。 /1 2 (減員事由)

*;j; 増 員 。 2 。 。 / 2 
7l< 差 引 。 。 。 。 / 。 (熔員事由)
iI主 職員数 20 20 20 20 20 1/ 20 

M 減 員 。 。 。 。 /1 0 (減員事由)
増 員 。 。 。 。 / 。
差 引 。 。 。 。 / 。 (増員事由)

工 職員数 1 l 1 1 1 1/ 1 

土
減 員 。 。 。 1 / 1 (減員事 IJ:I )
増 員 。 。 。 。 / 。 欠員不補充

差 引 。 。 。 ム 1 / ム 1 (橋員事 111 )
木
職員数 10 10 10 10 9 1/ 9 

定員適正化計画の年次別進捗状況(実績)の内訳② 

国
際
連
合
は
、
昭
和

二
十

三
年
十
二
月
十
日
、

第
三
回

総
会
で
世
界
人
権
宣
言
を
採

択
し
、
こ

れ
を
記
念
し

て
昭

和
二
十
五
年
十
二
月
四
日

の

第
五
回
総
会
に
お
い
て
、
十

二
月
十
日
を
「
人
権
デ
i

」

と

定
め
ま
し
た

。

法
務
省
と

全
国
擁
護
委
員

連
合
会
は
、
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
た

翌
年
の
昭
和
二
十
四
年
か
ら
、
毎

年
十
二
月
十
日

を
最
終
日

と
す
る

一

週
間
を
「
人
権
週
間
」
と

定
め
、
人

権
尊
重
に

つ
い
て

の
啓
発
活
動
を
展

開
し
ま
す

。

9 年から 13年までの 5 年間です。注) 計画期間は、

権

九

人
J，

D

ワ

し

介
た
昨
わ

μ『つ
権
批

人
叶
ゅ

う
の

ぺ

』
L
同
』
』

E

E
E

」
円-
A
'
Z
Hド

ψ
み
山
中

え
広
畑

害
あ

イ

人権デー (12月 10日)
人権週間 (12月 4 ~10日)

〈
人
権
週
間
中
の
強
調
事
項
〉

-

女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

-

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
山
を

青

て
よ
う

-

障
害
の
あ
る
人

の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

・

部
落
差
別
を
な
く
そ
う

-

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

・

国
際
他
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人

権
意
識
を
育
て
よ
う

広報かわうち平成12年1 2月号
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11月臨時町議会報告
~20 ， 558千円一般会計補正予算など~

平成12年度11月臨時町議会が去る 11 月 10日聞かれ、一般会

計補正予算案など議案 2 件を審議し、 いすれも原案どおり

可決されました。 また、合併検討特別委員会設置を決め、

同委員10人を選んで閉会しました。

補
正
予
算

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助
な
ど
で

補
正
予
算
額

二
O
、
五
五
八
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額

五
、
三
六
七
、
二
O
O
千
円

-
般
議
案

O
平
成
十
二
年
度
公
共
土
木
施
設

災
害
復
旧
事
業
原
沖
省
川
河
川

災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

契
約
金
額

一
二
三
、
六
九
O
千
円

事
業
量

復
旧
延
長
五

O
六

・

七
メ
ー
ト
ル
(
自
然

石
積
護
岸
)

工
期

平
成
十
二
年
十

一
月

十
一
日
か
ら
平
成
十

三
年
三
月

二
十
六
日

ま
で

契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

南
方
二
一
九
O
番
地
三

日
進
建
設
株
式
会
社

議
員
発
議

市
町
村
合
併
を
検
討
す
る
た
め
、

合
併
検
討
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、

委
員
十
名
を
選
任
し
ま
し
た

。

町長の動静

副議長ほか

議長

組合議 員

議長ほか

組合議 員

議長

委 員

議長ほか

議長 ・運営委員

議長ほか

委 員

特別委 員

議長・常任委員

議長

全議 員

議長ほか

議長 ・運営委員

長i義

10/18 主要施策知事陳情

10/18"-' 19 四園地区町村議会議長会研修会

10/20 川内 IUl重信町衛生組合議会

10/22 1町民大運動会

10/24 東温消防等事務組合議会

10/24 瓶泉君1\議長会

10/26 都市計画審議会

10/27 山鳥坂ダム建設及び中予分水事業
に関する協力要請

市IIIT村合併をともに考える
全国リレーシンポジウム in 愛媛

10/30 議会運営委員会
11/1"-'3 三常任委員会合同先進地行政視察研修

11/6 健康センタ 一運営委員会
11/6"-'7 決算審査特別委員会
11/8 保健福祉常任委員協議会
11/8 長崎県美津島町議会視察来IIIT

11/10 11月 |臨時|町議会

11/10 議員全員協議会

11/10 議会運営委員会

10/25"-'26 

10/26 

10/27 

10/29 

君1\町村会定例会

市町村合併説明協議

えひめトップミーティング

国営道前道後平野土地改良事業要望

川内町重信町衛生組合議会

町民大運動会

東温消防等事務組合議会

国営道前道後平野土地改良
事業要望

都市計画審議会

山鳥坂ダム建設及び中予分水事業
に関する協力要請

市町村合併をともに考える
全国 リレーシンポジウム in 愛媛

10/30 議会運営委員会

10/31 四国治水期成同盟連合会

11/1"-'3 町議会先進地行政視察研修

11/4 県民総合文化祭

11/6 健康センタ一運営委員会

11/6"-'7 決算審査特別委員会

11/8 国保杯ク ロ ッケ一大会

11/8 保健福祉常任委員協議会

11/10 11月臨時町議会

11/12 防火デー・ 大規模林野火災防御訓練

10/10 

10/13 

10/18 

10/19 

10/20 

10/22 

10/24 

10/29 

ぬ
広報かわうち平成12年12月号



寧戚12年分から
( 樹おに
領そなり移平
収のど農行成
書 たを業し十
やめ作所ま二
記 、 付得す年
録農し標 。 分
)業て準 2 か
なにいに公う
ど関るよ荷震
をす場り麦妾
保る合望の壇
存収は厄み侍
し入収でをの
て金支き作申

革主雇 竺22 雨空; 色E 252 事 Z5tt
を成期行 りま月すを く早だ必が刀:て
設 1- 問で直まで ー る収平 よくく要必 u 収
け四(言ちすの日場支成 う記と経要そ迄支
ま年平ぱに 。 聞か合計卜 お帳と 費 での場計
す分成い収 記らは算 三 願をものす他合算
'-'+京支 1 1辰士、に年 い聞に分 J のはに
は - (/_)計 す一平よ分 し始 、 か 野 、 よ
経手芸算 る月成りの ましでる 菜従る
過分?ごに 必 三 十行申 すてき 書 や来申
的か円移 要十 三 お告。 いる類 果ど告

事
業
所
得
等

(事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
、
山
林
所
得
)
を
有
す

る
白
色
申
告
者
の
方
の
場
合

、

次

の
よ
う
な
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

※
農
業
所
得
は
、
所
得
税
法
上

は
事
業
所
得
に
該
当
し
ま
す
。

O
収
支
内
訳
書

添
付
制
度

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
方
は
、

収
支
内
訳

書
に
総
収
入
金
額
や
必

要
経
費
に
つ
い
て
記
載
し
、
確
定

申
告
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん

。

O
記
帳
制
度

前
年
分
文
は
前
々
年
分
の

事
業

所
得
等
の
金
額
の
合
計
が
3
0
0

万
円
を
超
え
る
方
は
、
総
収
入
金

額
や
必
要
経

費
に
つ
い
て
記
帳
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

業
務
に
関

し
て
作
成
又
は

受
領
し

た
帳
簿
書
類
を

ニ
足
期
間
保
存
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

O
記
録
保
容
制
度

記
帳
制
度
の
適
用
を
受
け
な
い

方
で
、
前
年
分
又
は
前
々
年
分
の

確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
方

は
、
業
務
に
関
し
て
作
成
又
は
受

領
し
た
帳
簿

書
類
を

一
定
期
間
保

存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

記
帳
の
し
か
た
な
ど
、
詳
し
く

知
り
た
い
方
は
、
松
山
税
務

署

(宮
9

4

1

・

9
1
2
1
)

ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い

。

愛
媛
県
で
は
、
平
成
十

三
年
度

か
ら
自
動
車
税
と
個
人
事
業
税
(
一

期
・
二
期
分
)

に
つ
い
て
、
電
話

料
金
や
電
気
料
金
な
ど
と
同
じ
よ

う
に

口
座
振
替
に
よ
る
納
税
制
度

を
実
施
す
る
た
め
、

平
成
十
二
年

十
二
月
一
日

か
ら
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
と
納

期
限
が
く
る
た
び
に
わ
ざ
わ
ざ
金

融
機
関
に
出
か
け
な
く
て
も
、
あ

な
た
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

納
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
大
変

便
利
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

金
融
機
関
の
窓
口
に
用
意
し

て
お

り
ま
す
口
座
振
替
納
付
屈
に
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

{
問
い
合
わ
せ
先
}

詳
し
い
こ
と
は
、
松
山
地
方
局

(宮
9
4

1

・
1

1

1
1
)

へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

平成12年1 2月号
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②
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
一

が
お
万
円
の

場
合
又
は
百
万

一

一

円
以
上
の
場
合
一

一

③
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
一

一

所
得
者
の
合
計
所
得
金
額
が

一

一

1
、

0
0
0

万
円
を
超
え
る

一

一

場
合

一

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
3
.

保
険
料
控
除
の
申
告

た
め
扶
養
親
族
の
数
が
変
わ
る
一

2
.

配
偶
者
特
別
控
除
の
申
告
一

山
社
会
保
険
料
控
除
、
小
規
模

一

場
合
が
あ
る

。

一

ω

控
除
を
受
け
る
た
め
に
必

一

企
業
共
済
等
掛
金
控
除
、
生
命

一

②
生
命
保
険
料
控
除
や
損

害
保
一
要
な

書
類

一

保
険
料
控
除
、
損

害
保
険
料
控

一

険
料
控
除
、
配
偶
者
控
除
な
ど

一

配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け

一

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
「
給
与

一

は
、
年
末
に

一
度
に
控
除
す
る

一

る
た
め
に
は
、
「
給
与
所
得
者

一

所
得
者
の
保
険
料
控
除
申

告
書
」

一

こ
と
と
な

っ

て
い
る
。

一

の
配
偶
者
特
別
控
除
申

告
書
」

一

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
勤

一

③
年
の
途
中
で
給
与
の
額
が
変

一
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

一
務
先
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

一

動
す
る
こ
と
が
あ
る
。

一

勤
務
先
に
提
出
し
な
け
れ
ば

一

ま
す
。
一

こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
の
一
な
り
ま
せ
ん
。

一

ω
小
規
模
企
業
共
済
掛
金
、
生

一

給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
で
過
不
足
額
の

一

ω
控
除
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

一

命
保
険
料
、
損

害
保
険
料
に
つ
一

精
算
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
年

一

①
生
計
を

一
に
す
る
配
偶
者
一
い
て
は
、
支
払
証
明

書
を
「
保
一

末
制
整
と
い
い
ま
す
。
大
部
分
の

一

が
、
他
の
納
税
者
の
扶
養
親

一

険
料
控
除
申
告

書
」
に
添
付
す
一

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
は
、
年
末
調
整
に

一

族
と
さ
れ
て
い
る
場

合
や
配

一

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
一

よ
っ
て

一
年
間
の
所
得
税
の
納
税

一
偶

者
が
こ
の
控
除
を
受
け
て
一
4
.

住
宅
借
入
金
(
所
得
)
等
一

が
完
了
し
、
確
定
申
告
の
必
要
は

一

い
る
場
合
一

特
別
控
除
の
申
告

一

あ
り
ま
せ
ん
。

一

一
こ
の
控
除
を
最
初
に
受
け
る
年
一

・
年
末
調
整
の
注
意
点一
一

分
に
つ
い
て
は
確
定
申
告
に
よ
ら

一

一
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
一

1
.

扶
養
控
除
等
の
申
告
一
一

後
の
各
年
分
に
つ
い
て
は
、
年
末
一

扶
養
親
族
が
い
な
い
場
合
で
も
、
一
一
調
整
の
際
に
控
除
を
受
け
る
こ
と

一

「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等
(
異
一
一
が
で
き
ま
す
。

一

動
)
申
告

書
」
を
勤
務
先
に
提
出

一
一

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
一

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

給料

TAX  

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
給
与
に
つ
い

て
の
所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や
­

ボ
ー

ナ
ス
か
ら
糠
泉
徴
収
さ
れ
ま
一

す
が
、
ロ
月
に
年
末
調
整
で
精

算
­

さ
れ
ま
す
。
一

掴
月
々
の
源
泉
徴
収

一

毎
月
の
給
与
や
ボ

ー

ナ
ス
か
ら
一

源
泉
徴
収
さ
れ
る
所
得
税
は
、
「
給

一

与
所
得
の
源
泉
徴
収
税
額
表
」
に

一

よ
り
計
算
さ
れ
ま
す
。

-

・
年
末
調
整
と
は

-

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の

一

一

年
間
の
合
計
額
は
、

一
年
間
の
給

­

与
総
額
に
対
し
て
納
め
な
け
れ
ば

一

な
ら
な
い
税
額
(
年
税
額
)
と
は

一

一
致
し
な
い
の
が
通
常
で
す
。

こ
の
理
由
と
し
て
は
、

①
結
婚
、
出
産
、
就
職
な
ど
の

-問い合わせ先
松山税務署
宮94ト9121

j

年
末
調
整
と
確
定
申
告
j

と

次
の
証
明

書
を
添
付
し
て
「
給
与

所
得
者
の
住
宅
借
入
金
(
所
得
)

申
告
書
」
を
勤
務
先
に
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

山
「
年
末
調
整
の
た
め
の
住
宅

借
入
金
(
取
得
)
等
特
別
控
除

証
明
書
」
(
税
務
署
発
行
)

凶
「
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借

入
金
の
年
末
盤
息
証
明
苦

(金

融
機
関
発
行
)

-
確
定
申
告

給
与
の
収
入

金
額
が
、
2

、

0
0

0

万
円
を
超
え
る
場
合
、
給
与
を

一
カ
所
か
ら
受
け
て
い
る
人
で
、

給
与
所
得
及
び
退
職
所
得
以
外
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
却
万
円
を

超
え
る
場
合
な
ど
は
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す

。

な
お
、
確
定
申

告
を
す
る
必
要

が
な
い
サ
ラ
リ

ー
マ
ン

で
も
、
雑

損
控
除
や
医
療
費
控
除
、
寄
付
金

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
、

ま
た
、
今
年
初
め
て
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
人
な
ど
は
、
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

に
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

a 
広報かわうち平成12年12月号



-
Z
Eス

-・・・ ま次り用はと 圃

会と議芸て 2 春宮品会寝 室暴 園 田 2
、トに ・ うふ 2 ~口を 毛蚕 4呆 田町Z

霊 Z 量産 2 国型議 Z 空 支有 お -i 
の j最な き安た者払て 警給 広 - ・
語以 日五時三譲 二付 13 保:
検注 保宇割制部を 吉 川 町' :
査射 が手)度負受 詰 . 

使主 との担け !z • 
えヲ。な 適金るき ・

※ 入院時食事療養費の自己負担(1 日あたり) 担と療
が 「 住 E l E しな 費 入
必 標 民 | 一般加入者 I 760円| まりと院
要 準 税 l l すまは時
と 負 非 I 1 r¥r¥ 1""""1 -i-_ _.... , n,.-l い「ー| 。す別の
な 担 諌 | 住民税 1 90 日までの入院 1 650円| 。枠食
りれ |非課税ト一一一一 ト斗 残で事

; 3 1 1 世吋程1請出朴00円 l i ド
マ Z Z | 住民税非課税世帯等で老齢 I 300円| 祭員法
役 」 同 |福祉年金を受けている人 | | 負担医

れ割し全 0. ※ 
ま(て額次 あ Z ま養入て場
すま認自の と涼 せ費院くの

。 ため己よ か春 んの時だ担
はら負う b 韮 。支のさ当
8 れ担な 払事 給食い窓
割れしと 己主h の事。口

石店手杢 空い 22 E 
払とがい ? と、 請
いか、 つ ? は高 を
戻 ら申た 去 な額行
さ 7 請ん ど り療 つ

-

入
院
時
の
食
事
代

+ 

-

国
保
の
使
え
な
い
医
療
機
関
で
、

ま
た
は
や
む
を
得
ず
保
険
証
を

持
た
ず
に
治
療
を
受
け
た
と
き

の
費
用

-

医
師
が
必
要
と
認
め
た

コ

ル
セ

ッ

ト
な
ど

の
治
療
装
具
代

-

医
師
が
必
要
と
認
め
た
あ
ん
ま
、

は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
施
術
料

-

柔
道
整
復

師
の
施
術
を
受
け
た

と
き
の
費
用
(
国
保
を
取
り
扱

っ
て
い
る
場
合
は
、

一
部
負
担

金
で
施
術
が
受
け
ら
れ
ま
す
)

・

輸
血
を
し
た
と
き
の
生
血
代

-

出
産
育
児
一
時
金
支
給

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
、
出

-問い合わせ先

国保・老保ー -福祉課(宮966-2223)

年金ー ー ーー ー ー …-福 祉 課(宮966-2223)

図書 …-・・・一 中央公民館(宮966-4721)

「
ド
ラ
え
も
ん
の

車
い
す
の
本
」

側
共
用
品
推
進
機
構
・
編

ド
ラ
え
ち
ん
と
一
緒
に
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
学
ぼ
う

。

広報かわうち平成î2年î2月号

ぬ



生
児

一
人
ご
と
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

日

年
に
施
行
さ
れ
た
「
老
人
保
健
法
」…

(
妊
娠
白
日
以
上
の
死
産・
流
産

…
に
基
づ
き
、
市
町
村
が
実
施
主
体
H
H

を
合
む
)

日

と
な
っ
て
行
う
医
療
、
保
健
、
福

日

医
療
費
が
増
え
る
と
、

受
診
者

日

-

葬
祭
費
の
支
合
…
祉
の
総
合
的
な
サ

ー

ビ
ス
の
こ
と

…
本
人
の

一
部
負
担
金
を
は
じ
め
、

…
・

E
L
S
E
-
:
!

手
…

で
す
。
制
度
の
内
容
は
、
「
医
療
事
…加
入
し
て
い
る
保
険
の
保
険
料
や
、
一

障
害
基
楚
半
金

国
保
の
加
入
者
が
死
亡
し
た
と

日

業
」
と
「
保
健
事
業
」
の
2

つ
に
日

税
金
の

値
上
げ
に
つ
な
が
り
、
結

…
.

き
、
葬
祭
を
行
っ

た
人
に
支
給
さ

…
分
か
れ
て
い
ま
す
。

…
局
み
ん
な
の
負
担
が
増
え
る
こ

と

…

障
害
基
礎
年
金
は
、
初
診
日
に

れ
ま
す

o

H
H

こ
よ
り
ま
す

。
互
い
持
費
の
有
効
利

“

お
い
て
、

…
・
老
人
医
療
費
の
財
源
“

い
け
f

、

l

j
。

日

l

・

移
送
費
の
支
給
…
…

月
を
心
挫
け
ま
し
」
う

…①
医
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

老
人
保
健
に
よ
る
医
療
費
は
、

…

υ

②
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
こ

療
養
の
給
付
な
ど
を
受
け
る
た

い

①
医
療
受
給
者
が
窓
口
で
支
払
う

日

\
j
ヘ
M
A

…

と
の
あ
る

ω
歳
以
上
白

歳
未
満

め
に
移
送
さ
れ
た
と
き
、
移
送
費

日

患
者
負
担
(

一
部
負
担
金
、
入

H
K
罫
毘
「
畑
一
戸
…

の
人
で
、
日
本
国
内
に
住
所
の

が
支
給
さ
れ
ま
す

。

(
保
険
者
が
必
…

院
時
の
食
事
代
負
担
な
ど
)

日

〉
一
・
ド
、τx
y
n

あ
る
人

~
ゆ
弘
』
白
居
心
戸
」
司
、ー
)

要
と

認
め
た
場
合
。
)

…
②
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
の
負

…
三
時
中
夜
r
υ

が
障
害
等
級

1
級

、

ま
た
は

2
級

担
保
険
者
拠
出
金
)

…

/r怪
誠
一υ

…
の
障
害
と
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ

\

.
-
司
・
.
.
.
.
 ι
ι・
・
・
・

H

③
公
費

(
国
・
県

・
市
町
村
の
負

…

込

…
れ
ま
す

。

f

-
t

阻
閉
口

担
)
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

…

υ
※
た
だ

し
、
加
入
期
間

の
う
ち
保

」
り
相
即

日

険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除

」
た制

-
n

一当
相
飢

・

期
間
を

合
算
し
て
3

分
の
2

以
上

国
老
人
医
療
の
し
く
み…

-
M蹴

…
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す

。
(
初
診

日

日
が
平
成
四
年
4

月
1

日
前
に
あ

初
歳
(

一
定
以
上
の
障
害
を
持

υ

…
る
と
き
は
、
直
近
の
1
年
間
に
保

つ
人
は
日
成
)
に
な
る
と
、
加
入

…
…

険
料
の
滞
納
が
な
け
れ
ば
よ
い
こ

し
て
い
る

医
療
保
険
の
種
類
を
問

…
“

と
に
な

っ
て
い
ま
す

。

)

わ
ず
、
「
老
人
保
健
」
と
い
う
制
度
…
“

な
お
、
加
歳
に
な
る
前
に
l
級
、

で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

日
日

ま
た
は

2
級
の
障
害
と
な

っ
た
人

す
o

n

…
は
却
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

-
老
人
保
健
制
度
と
は
…

昭
和
同

日
日

老
人
保
健
制
度
と
は
、

増え続ける

~老人医癒費の推移~
川内町の老人医療費は、年々増加して

います。老人医療費は、匡|・ 県 ・ 町の負
担金と各保険者が拠出する老人保健拠出
金で賄われています。医療費の適正化の
ために、同じ病気でいくつものお医者さ

んにかかったり、必要以上に薬を欲しが

らないように しましょ う。

-

医
療
費
が
増
え
る
と

総 医 療費

年
金

-

障
害
基
礎
年
金
の
年
金
額

障
害
基
礎
年
金
の
年
金
額
は

「
ナ
ゼ
だグ
今
さ
ら
他
人
に

聞
け
な
い
疑
問
削
」

エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ネ
ッ
ト

あ
な
た
の
長
年
の
疑
問

も
、

こ

の
中
に

入
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
の
で
、
ご

一
読
く
だ
さ
い

。

陶
工
ン
サ
イ
ク
ロ
ネヲ
ト

l. mmナmm
I~' !11mゼ]1m
~ Hi~~~P官 H~H~

$00 fWl 汗すjj

WHY? 
I\J r t.a- b~， . Doo4001 

•••••••••••••••••••••••• 

ぬ

「
君
な
ら
で
き
る
」

小
出
義
雄
・
著

勝
つ
こ
と
・

強
く
な
る
こ
と
の

コ
ツ
は
、
監
醤
の
指

導
方
法
に
あ

っ

た
:
ノ

広報かわうち平成12年12月号



日
口
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
…

3
0
0

円

…
…
川

内
町
教
育
委
員
会
(
宮
9
6

H

6

・

4
7
2
1
F
A
X
9
6

2
0
0

円

“
・
“

6

・

4
8
6
7
)

ま
で

圃
ウ
ォ
i

ク
ラ
リ
i

…

・

子
の
加
算
額
…
・

:

・
\
d
'

.• 

、

.
，

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
に

…
口
日
時
…

f
fEぞ
ん
じ
で
す
か
…

生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
四
歳
に

…

ロ
月
3

日
間

…

達
す
る
日
の
属
す
る
年
度
末
ま
で

日

受
付
午
前

9

時
i

n

・

の
間
の

子
(
障害
者
は
却
歳
未
満
)

…
開
会
式
午
前

9
時
却
分
ー

一
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

…

が
あ
る
と
き
は
、
次
の
額
が
加

算
日

競
技
午
前
川
時

i

H
.

さ
れ
ま
す

。

υ

口
場
所
日

不
足
す
る
廃
棄
物
処
分

場
対
策

日

町
内
コ
l

ス
(
中
央
公
民
館
ス

・

と

資
源
の
有
効
利
用
を
ね
ら
い
と

・

タ
l

ト

)

日

し
た
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
(
特
定

日

日
口
参
加
対
象
日

家
庭
用
機
器
再
商
品

化
法
)
が
平

日

小
学
生
、
中
学
生
、

一
般

(
1
H

成
四
年
5

月
却
日
制
定
さ
れ
、

平
日

グ
ル
ー

プ
2
1
4

名
で
構
成
)

日
成
日
年
4

月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

日

…
口
競
技
内
容
…
口
対
象
機
器

指
示
図
に
従

っ
て
、
問
題
を
解

日

テ
レ
ビ

・

冷
蔵
庫
・
洗

濯
機

・

き
な
が
ら
グ
ル
ー

プ
で
歩
き
、

υ

エ
ア
コ
ン
の
4

品
目

問
題
得
点
と
時
間
得
点
の
合
計

日
口
関
係
者
の
役
割
分
担

点
で
競
う
野
外
ゲ

l

ム
で
、
コ

日

①
メ
ー

カ
ー

と
輸
入
業
者
は
、

ー

ス
は
5
M
程
度

日

使
用
済
み
家
電
製
品
を
引
き

い

取
り
、
ご
み
に
し
な
い
で
リ

…

サ
イ
ク
ル
を
す
る

義
務
を
負

H

P
「
ノ

②
小
売
業
者
は
消
費
者
か
ら

使
日

用
済
み
家
電
製
品
を
回
収
し
、
日

リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
、
メ
!
日

カ
ー

な
ど
に
引
き
渡
す

-
1

級
障
害

1
0
0

万
5

、

-
2

級
障
害8

0

万
4

、

町政スポットニュース

~ 子の数 基 本 の額 加 算の額 加算後の年金額

1 人 1 ， 005 ， 300円 231 ， 400円 1 ， 236 ， 700円

1 級 2A 1 ， 005 ， 300円 462 ， 800円 1 ， 468 ， 100 1司
の場合

3 人 1 ， 005 ， 300円 539 ， 900円 1 ， 545 ， 200円

1 人 804 ， 200円 231 ， 400円 1 ， 035 ， 600円

2 級 2 人 804 ， 200円 462 ， 800円 1 ， 267 ， 000円
の場合

3 人 804 ， 200円 539 ， 900円 1 ， 344 ， 100円

も
よ
お
じ

③
消
費
者
は
リ
サ
イ
ク
ル

費
用

日

を
支
払
う

こ
の
法
律
の
内
容
で
注
目
す
ベ

き
点
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め

日

の
費
用
(
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
・
収

日

集
運
搬
料
金
)
を
消

費
者
負
担
と

・

し
た
点
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、

お
り
で
す

。

O

冷
蔵
庫

O

エ
ア
コ
ン

・
;

O

テ
レ
ビ

次
の
と

-

4
、

6
0
0

円

3
、

5
0
0

円

2
、

7
0
0

円

O

洗
濯
機

・

2
、

4
0
0

円

収
集
運
搬
料
金
に
つ
い
て
は
、

小
売
店
が
決
め
ま
す

。

(
ま
だ
決
ま

っ

て
い
ま
せ

融麗細細血蝿|

国霊翠J0
白蓮型自主医阪束手

ん
。

)自
治
体
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
て
い

た
ご
み
処
理
の

責
任
に
つ
い
て
、

生
産
者
の
引
き

取
り
義
務
と
消

費
者
の
費
用
負

担
と
い
う

、

新

し
い
社
会
シ
ス

テ
ム
を
打
ち
出

し
た
法
律
で
す

。

具
体
的
方
法

が
ま
だ
発
表
さ

れ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
分
か
り

次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す

。

広報かわうち平成1 2年1 2月号
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気をつけて/

E2事言l'41li
. r j菰 ヶ森ふるさと公庫IJ は、入

悶者の安全確保のため、狩猟者

の立入りを禁止しております。

. 鳥獣保護区等において、野猿、

イノシシ等によ り農林作物に対

し著しい被害が発生する場合に

は、有害鳥獣駆除を実施するこ

とができます。

区域名 地区名

鳥獣 保 護 区 自合 思子

休 猟 区 |主|

111 

猪

銃猟禁止区域 前松瀬 川

平成12年12月号広報かわうち

..窟

内 F台H 設定期間

鳥獣の積極的な保護増殖を図るため、 10年 平成 3 年11月 1 日から |
間鳥獣の捕獲を禁止する。 平成13年10月 31 日まで

狩猟鳥獣の生息数の自然的回復を促進する 平成10年11月 1 1=1 から
ため、 3 年間鳥獣の捕獲を禁止する。 平成13年10月 31 日まで

銃猟による危険を未然に防止 し、 また静ひ
平成 3年山町

つを守るため、 10年間銃猟による鳥獣の捕
平成13年10月 31 日まで

獲を禁止する。

ぬ



力メラLiItート
t I I I I I I I I I 1 I I I 1 1 1 I I 111fT I I I I I I I I I I I I I I I I I I l l l I TTI 1 J 1 I 1 1 1 1 J.l.且

県 和
知 田

事 毅
受奨 さ
賞励 会
賞 曲

和田 毅さん
ノを 里
• 
~秋季県展~

第49回秋季県展において、和田毅さん(曲里)

の出品した「静けさのなかで一冬J (工芸部門)

が県知事奨励賞に輝きました。

和田さんは高校で美術を教えるかたわら、自宅

の、一如庵H で陶芸作品を制作。 「生徒の作品を

焼いたり、自分の趣味で焼いたりしていたが、 4

年前から仲間に誘われて、 美術展などに出品す

るようになった」と 。

今回の受賞につい

ては、「たまたまです」

「広報に載せるほど

のことではない」と

あくまで謙虚に話さ

れました。

公民館: 2 部Iljリや、新し

い種目、全員参加の種目

などが盛り込まれ、今ま

でにない 11IT民大運動会と

なりました。

ぬ

町霊
園

第35田町民大運動会成績

総合優勝 井 内公民館

11 準優勝 河之内公民館

fI 第 3 位 北方東公民館

fI 第 4 位 則之内西公民館

fI 第 5 位 町 東公民館

fI 第 6 位 町 西公民館

公民館対抗種目別第 1 位 (公民館対抗)
種 目 のみ掲載

グランドボーリングA 町 西公民館

fI B 北方西公民館

交通安全リレー 町 東公民館

公民館対抗綱引きA 則之内西公民館

fI B 土 谷公民館

ラッキー玉入れ 河之内 公民館

平成1 2年12月号広報かわうち
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第7回高齢者大運動会

自
猪
の
滝
ま
つ
り

11月 3 1=1 、何之内問屋

で白猪の滝まつりが行わ

れました。

昨年の災害で打撃を受

けた白猪の滝周辺も改修

され、訪れた人は、 勇壮

な白猪の滝をパックに写

真を撮るなど、自然を満

喫していました。

また、滝入口の新しい

駐車場では、餅まきやお

にぎりの無料サービス、

地元農産物の即売などが

行われ、秋深い山里は、

終日大勢の人でにぎわ

いました。

企

前日の雨で、滝の水も増

え、一段と勇壮になっ
た白猪の滝

.... ・• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

10月 24 日、 重信川河川敷

のふれあい広場で、高齢者

大運動会が約500人の参加者

を集め、行われました。

運動会では、競技直前ま

で練習にいそしむ姿や、フ

ァイトあふれるプレー も見

られ、参加者は終日運動会

を楽しみま した。

優勝8

秋の全国火災予防週

間中の11月 12 日 、 防火デ

一行事が行われました。

非常招集放送で、 川

内中学校グランドに集

合した消防団員は、規

律訓練に取り組んだ後、各

分団に戻り、各戸に防火意

識の高揚を呼びかけました。

また、この目、 重信町総

合運動公園で、 川| 内 11IT消防

団も参加して、大規模林野

火災防相l訓練が行われ、 重

信町との相互応援体制の円

滑化が図られました。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

防火デー
11月 5 日・ 11月 12 日の 2 日間行われた愛

媛県スポーツレクリエーション2000で、 川

上スポーツ少年団バレーボール部が優勝し

ました。

この結果、 川上スポーツ少年団バレーボ

ール部は、バレーボール協会主催の 4 大大

会すべてに優勝するという快挙 (過去に 1

校しかなく、 川上が 2 校目)を成し遂げま

した。

ぬ
広報かわうち平成12年12月号



力説ラじiI\ート

畳直

胃E

感
想
文

女
入
選

(敬
称
略
)

{
小
学
校
低
学
年
の
部
}

『ライギョのきゅうしょく』

を読んで
川上小学校 2 年

日浅貴裕

•••••••••••••••••••••••• 

がんばるよ

•••••••••••••••••••••••• 

~\_7砂
「くやレい王さま

がいこつじけん」
西谷小学校 3 年

八木貴雅

{
小
学
校
高
学
年
の
部
}

身近にひそむ
環箆ホルモン・ダイオキシン
川上小学校 5 年

片岡加苗

•••••••••••••••••••••••• 

東谷小学校 2 年

近藤勇大

「愛犬ボタンはぼくの耳」
を読んで

東谷小学校 5 年

佐伯真奈美

•••••••••••••••••••••••• 

わたしのだれにも
負けないこと
東谷IJ\学校 6 年

重松由貴

感
銘
を
受
け
た
本
の
感
想
文
を
募

集
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、

三
十

一

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
応
募
作
品
の
中
か

ら
、
次
の
と
お
り
入
選
(
十
点
)
佳

作
(
七
点
)
を
選
び
、
表
彰
状
及
び

記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

{
申
学
校
の
部
}

ご
般
の
部
】

•• •• “
E

U 

・

E

・

.

、

.
 

•• •• •• •• •• •• •• •• •• •• •• •• •• •• 
…
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ

ー
コ

…

日
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
川
上
小
学
校

“

•• 

0

の
ね
ず
み
く
ん
は
一
ね
ん
せ
い

日
六
年
の
宮
内
伶
奈
さ
ん
が
入
選
に
、
“

•• 

川
上
小
一
年

宇
都
宮
京
菜

“
東
谷
小
学
校

一
年
の
高
須
賀
優
菜

“

•• 

0

ぼ
く
が
読
ん
で
お
も
し
ろ
か
っ

“
さ
ん
が
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た

。

“

•• 

た
本
か
ず
あ
そ
び
ウ
ラ
パ
ン
・

日
日
•• 

オ
コ
サ

“
“
•• 

西
谷
小

二
年
高
須
賀
俊
徳

・
.

・

• 

0

黒
ね
こ
の
お
き
ゃ
く
さ
ま

“

年
怠
示日

東
谷
小

三
年
大
野
綾
子

"

喜

討
伶
“

-

宵
討
同
+
f
4

0

「
五
体
不
満
足
」
を
読
ん
で

…

入
山
内…

川
上
小
四
年

中
井
萌

香

日

川
宮
u

O

「
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
」
が
く
れ

“
日
•• 

た
も
の

n
u-

-

川
上
小
四
年
戸
田
早
紀

“
“

• • 

0
「
こ
れ
が
ぼ
く
ら
の
五
体
満
足
」

…

.
 

• 

を
読
ん
で

日

1

川
上
小
六
年
高
木
太
輔

…

二
ほ
…

-

t
h

.

2署
長

・

・

恥
巾1
六
X

R
HHh
h
・

0

ハ
ッ

ビ
ー
バ
ー
ス
デ
|

"

刊
明
賀
"

千
明

日

臼

創
須
川

…

東

吉
岡…

•• •• •• •• •• •• 

マザーテレサのあふれる愛五体不満足伊豆の踊子

川内中学校 3 年

石田美貴子
川内中学校 3 年

竹内慎一
茶堂

片岡トヨ子

女
佳
作

川
内
中

三
年

生費の島

則之内

高須賀和恵

高
田

広報かわうち平成12年1 2月号
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名 m g
所内 装
づ で

く
し横灘

仙波満芳さん

川内 11IT文化祭の芸能発表会で、 川内伊予万

才原田直芳会のり [[ 内名所づくしH が披露さ

れました。

これは、 川内の名所をうたい込んだ万才で、

仙波満芳さん(原田直芳さん)が作詞編曲し

たものです。 {[J[ ~皮さんは「実際に現地を見た

り、円[ [ 内 11ITの文化財』や『ふる里の記録』を

参考に して作ったが、 素人ゆえ難渋した」そ

うです。

け
月
9

日
i

ロ
日
の
3

日
問

、

中
央
公
民
館
を
主
会
場
に

、

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

プ
レ
文
化
祭
と
し
て

、

刊
月
5

日
に
は
、
こ
ど
も
映
画
会
が
、
期
間
中

の
刊
日
に
は
、
文
化
公
演
会
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
作
品
展
示
会
、
芸
能

発
表
会
、
バ
ザ
ー
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た

。

川
内
町
文
化
祭

川
内
町
の

おいもほり&
焼きいも

(川肉保育園〉

11月 8 1::1 、 川 内保育園横の畑で、

おいもほりが、 11月 13 日には、収

穫されたおいもの焼いもパーティ

ーが開かれました。 園児の満而の

笑みに収穫の喜びがあふれでいました。

ぬ
広報かわうち平成12年1 2月号



「みんなのひろばJ に耳寄りな情報をお寄

せください。

(役場総務課広報係宮966-2222)

思高揚揚伊

部 2 部 3 部 4 部

優 金lï1ì 新吾 高須賀大ilq!ì 加藤省治 利目 l 有力H

ー ーーーーーー一一 ーーー一ー司ーーー

勝 金制i ルミ 村上慶太 鎌田誠司 向チ1・ fYj子

準 野日 I ~jr û:j[ 凶森 一也 上EE1:1.'lt年生 * 将平優 一一一一一ー一 ーー ーーーーーーーー』

勝 訟本 f故 佐i到良 11， "1'塚和孝 名越まゆみ

3 楠本秘二 宮内圭三 I1 1 1石礼子 橋本 美加l
ー - ー 『 ーー ーーー 一一ー-ーー一ーー ーー ー一一一一一一

位 村上広徳 石丸修司 術橋なおみ 玉井秀l圭

1 1 / 1 2開催 1 42名参加
(勤労者体育セ ンタ ーにて)

11月 3 日、重信川河川敷で

観光協会会員22名が、 11月

5 日には、風の会会員 5 名

が宝泉川で、清掃活動を行

いました。

またたく聞にごみ袋が満

杯となる、そのごみの多さ

に驚きながら、会員はごみ

拾いに汗を流していました。

婦人会から
-失敗はがき ・ 出しそびれはがきを

集めます。ご協力ください。
はがき入れポストは、中央公民

館の玄関に置きます。この代金は、

川内町社会福祉協議会まごころ銀

行へ贈らせていただきます。

-桜学級 (料理教室)

日時 12月 4 日(月)午前 9時30分~
12月 10日(日)午前 9時30分~

中央公民館調理室

手軽にできるお正月料理

戸庁
R与、

奇

場

内

川
内
・

表
川
吟
社
合
同
句
会
報

久
.
、
晴
れ
や
訳
前
広
場合
+
一
由
の
、
市

趣
味
多
立
、
夫
唱
婦
随
や
h
a、
帽
子

再
検
の
夫
の
金
一
口

の
案
、
、
号
、
か
な

常
磐
木
司
へ
織
り
込
む
久
之
の
紅
葉
か
な

冬
鴎
や

7
1丸
吋
成
に
引
け
る
墨

か
く
も
太
く
育
つ
大
担
引
宅
、
に
け
り

白
か
く
し
の
孫
の
，
子
ぬ
く
し
旬
角

。
ほこ

ホ
枯
ゃ
ぐ
い
っ
と
呑
み
ほ
す

コ

ッ
プ
泊

辻
堂
の
蓑
の
反
り
や
銀
杏
散
る

治
天
蓋
の
淡
き
禾
由
り
や
ふ

一
の
舟

干
繰
糸
、
立
つ
風
に
反
り
に
け
り

就
市
?
を
送
ぴ
ロ
売
れ
け
り
吊
し
柿

鉢
植
え
を
軒
に
取
り
込
み
久
島
、
ぬ
く
、

今
朝
の
尿
離
れ
難
し
ゃ
久
之
の
賜

改
修
の
成
り
し
河
原
や
久
ミ
に
入
る

-施設訪問
愛のタオル 1 枚運動にご協力あ
りがとうございました。 885枚集ま

りました。 12月の施設訪問には、

この愛のタオルを持ってお見舞さ
せていただきます。また、文化祭

の即売品もたくさんありがとうご
ざいました。売り上げの半分は、

各支部へ還元させていただきます。

熊
田
慶
一
報

広報かわうち

蜘斗 幸清照多治典千初静水史美慶
谷清子江幸喜子子春子波穂子岬 ー

平成12年12月号

ぬ

. 1 2月ボカシづくり

日時 12月 24 日(日)午後 2 時から
場所 中央公民館大ホールにて
年末でご多忙と思いますが、お

誘い合わせてご参加ください。



む・，."..ιの
宮gz

満む
やめでとら
(r" ・ーミ

乞.てip--

同
目
け
川
市
剛
山
町
、

、
、
，
，
，El
-
-

，
，
d
w
A
J

白
山
神
社
で

巳
川

虫
ホ

一
一
旨怨
一
小

昭
和
十
七
年
十

一
月

二
十
三
日
、
滑

川
、
郷
の
白

山
神
社
で
行
わ
れ
た

H

新
嘗
祭
μ

の
写
真
で
す

。

当

時
は
、
新
米
を
お
供
え
し
て
そ
の

年

の
豊
作
祝
い
と
、
来
年
の
豊
作
を
祈
願
し

、

浦
安
の
排
を
舞
っ
て
戦
時
下
の
兵
士
の
武

運
長
久
を
祈
り
ま
し
た
。

戦
後
は
、
民
主
主
義
改
革
に
よ
り
、
こ

の
y
新
嘗
祭
μ
は
、
勤
労
感
謝
の
日
と
な

り
ま
し
た

。

(写
真
提
供

) 11 

渡
部
タ
ミ

エ
さ
ん
)

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご

一
報
を
/

こうすけ

晃祐 くん
(1 2月 4 日生〕

よちよち歩きの晃<んへ

はやくお外でいっしょに遊ぼうね。

(3人のお兄ちゃんより)

CK豆〉
渡部

川
柳
も
づ
く
吟
社
十

一
月
例
会
報

喜
撰
亭
選

。
ず
主

、
む
悲
し
い
泊
に

見
る
ひ
ば
り

清
水
香
保
里

記
者
団
の
包
囲
に
あ

っ

て
金
メ
ダ

ル

平
岡
深
舟

潮
時
を
つ
か
ん
で
流

石
年
の
甲
山

本
紫
芳

ブ
ラ
ン
ド
で
包
む
と
鼻
が
上
を
向
く
篠
森

美
登
里

入
李
の
臼
の
君
が
忌
る
古
校
舎
高
岡
紫
温

落
ち
ぶ
れ
て
居
て
も
ワ
イ
ン

の
付
く
令
亭
岡
本
武

士

少
年
の
奇
彰
少
し
古
希
の
会
佐
々
木
胡
舟

皿
洗
う
を
に
も
わ
か
る
乱
気
流
松
岡

義
国

同
点
に

流
れ
を
変
え
る
ホ

ー
ム

ラ
ン

菅
野

美
雪

面
彩
に
御
尊
父
偲
ぶ

A
ニ
つ

野
中
友
親

人
情
味
増
し
て
高

級
官
仰が
消
え

山
本
ひ
ろ
志

松
茸
が

L高
級
官
仰
の
顔
を
す
る
都

築
登
貴
子

土
佐
の
旅
流
石
の
撲
も
飲
み
疲
れ

菅
野

華
泉

ざ
ん
ざ
め
く
声
が

し

そ
う
な
廃
跡

高
瀬
喜
撰
亭

一
月
句
会
ご
案
内

時

一
月
七
日
出
午
後
七
時

所

中
央
公
民
館

題

松
・

座
る

・

笛

れい な

玲奈 ちゃん
(12月 22日生〕

はやく歩けるようになって、お姉ち

ゃんといっぱいお外で遊ぼうネ。
(J '\/'\、ママ、ちーちゃんより)

来月号は 1 月生まれの市10 歳児を

募集 します。 11月末日までに役場総

務課広報係へ、 写真コ メン ト をお寄

せください。

C主豆〉
東

ぬ
広報かわうち平成12年12月号



一
口
募
集
学
科
・
定
員

.

生
産
技
術
科
却
名

.

電
子
技
術
科
却
名

・

住
居
環
境
科
却
名

.

情
報
技
術
科
却
名

口
応
募
資
格

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

(
3

月
卒
業
見
込
み
者
合
む
)

口
入
試
科
目

数
学
(
数学
I
)
、
英一
訪問
(
英
語I
)

口
願
書
受
付

平
成
日
年
1

月
日
日
附
か
ら

平
成
日
年
1

月

M
日
附
ま
で

口
試
験
日

平
成
日
年
1

月
紅
白
附

口
問
い
合
わ
せ
先

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学

校
平
成
四
年
度
学
生
募
集

干
7
6
3

・

0
0
9
3

香
J 11 

県
丸
亀
市
郡
家
町
3
2

0

2

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

学
務
課
(
宮
0

8
7
7

・

2
4

.
6
2
5
5
)
 

一
口
受
付
期
間

平
成
ロ
年
日
月
6

日
か
ら

平
成
日
年
1

月
5

日
ま
で

口
応
募
資
格

中
学
校
卒
業
者
(
見
込
)

口
歳
未
満
の
男
子

口
1

次
試
験

平
成
日
年
1

月
7

日
同

筆
記
試
験

口
待
遇
等

修
学
年
限
4

年
(
卒
業
時
3

等

陸
・

海
・

空
曹
に
昇
任
)

※
高
等
学
校
卒
業
資
格
は
3

年

で
取
得

口
給
料

初
任
給

1

5
5

、

教
育
終
了
時

自
衛
隊
生
徒
募
集

9
0
0

円

1
9
4
 0
0
0

耳
J

年
3

回

ボ

ナ
ス

ζ〉
)てンj

口口
自 問 無 衣

(衛 い
E 隊 合 料 食
9 松 わ
4 山せ住
7 募 先
集

3 案
。 内
4 所
。

一平
成
日
年
7

月

幻
日
制

・

辺
日

仰
に
第
8

田
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ノ
l

ト
ル
ダ
ム

・
ド

・
。

ハ
リ
」

の
公
演
を
行
い
ま
す

。

皆
さ
ん
も

出
演
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
と

し

て
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
に
参
加

し

て
み
ま
せ
ん
か

。

第
8

回
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

参
加
者
募
集

-
出
演
希
望
者

〈対
象

〉

平
成
日
年
4

月
以
降
に
小

学
生

以
上
の
者
(
入
学
予
定
者
を
合
む
)

〈審
査

〉

第
1

次
審
査
(
面
接
審
査
)

平
成
日
年
2

月
8

日
同

平
成
日
年
2

月
9

日
倒

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

に
て

第
2

次
審
査
(
第
1

次
審
査
合

格
者
に
対
し
て
、
ダ
ン
ス

・

歌

唱
・

演
技
の
審
査
)

平
成
日
年
2

月
幻
-

m
日

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

〈対
象

〉

平
成
日
年
4

月
ま
で
に
日
歳
以

上
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
可
能
な
方

〈募
集
期
間
〉

平
成
ロ
年
ロ
月
日
日
幽
か
ら

平
成
日
年
1

月
日
日
開
ま
で

〈審
査

〉

平
成
日
年
1

月
お
日
間

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

口
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
性
別
、
職
業
文
は

学
校
名
、
出
演
者

・

ス
タ
ッ
フ

の
別
、

一
般
公
募
を
知
っ
た
理

由
、
面
接
希
望
日
と
希
望
時
間

(
出
演
希
望
者
の
み
)

口
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

干
7

9
0

・

0
0
1
2

松
山

市
湊
町
7

丁
目
5

番
地
(
宮
9

2

1

・

8
2
2
2
)
松
山
市
総

合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

「
市
民
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
係
」

一
口
日
時

ロ
月
5

日
例

口
場
所

松
山
市
役
所(

本
館
日
階
会
議
室
)

口
相
談
内
容

人
権
問
題
、
登
記
、
供
託
、
戸

籍
、
国
籍
相
談
、
遺
言
、
外
国

人
の
た
め
の
人
権
法
律
相
談

(
無
料
・

秘
密
厳
守
)

口
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
、
弁
護
士

、

公

証
人
、
法
務
局
職

員
、
英
語
通

訳
者
、
中
国
語
通
訳
者

法
務
総
合
相
談
所
・
外
国
人

の
た
め
の
人
権
法
律
相
談
所

叩
時
1

日
時

広報かわうち平成1 2年12月号

ぬ



一
口
日ロ

月
6

日
附
午
前
日
時
{
)
ロ
時

口
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

と
の
紛
争
、
借
地

・

借
家
、
児

童
・

生
徒
の
い
じ
め

・

体
罰
、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委

員

人
権
相
談
所

時一
口
日
時

毎
週
月

・

火
・
水

・

金
曜
日

午
前
8

時
却
分
1

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館
2

階

教
育
相
談
室

い
じ
め
・
な
や
み
等
の

教
育
相
談

容

口
内い

じ
め

・

不
登
校

・

学
業
不
振

等
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
、

本
人
ま
た
は
保
護
者

・

関
係
者

か
ら
の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教
育

相
談
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

口
電
話
相
談

(宮
9
6
6

・

6
1
5
0
)

一ロ
月
1

日
は

i

」
で
す
。

愛
媛
県
で
は
、
ロ
月

1

日
か
ら

7

日
ま
で
の
1

週
間
を
「
愛
媛
エ

イ
ズ
予
防
週
間
」
と
定
め
、
各
保

健
所
に
お
い
て
、
夜
間

電
話
相
談

及
び
夜
間
血
液
検
査
を
実
施
し
ま

す
。
エ
イ
ズ
で
悩
み

・

不
安
・
疑

問
等
を
抱
い
て
い
る
方
は
、

是
非

、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
夜
間
電
話
相
談

ロ
月
1

日
樹
、

愛
媛
工
イ
ズ
予
防
週
間

「
世
界
エ
イ
ズ
デ

4

日
開

5 
日

川w

汀
時
j
m
時

【電
話
番
号
】

宮
9
3
1

・
4
0
3
6

口
夜
間
血
液
検
査

ロ
月
1

日
樹
、4
日
側
、5
日
附

口
時
i
m
時
松
山
中
央
保
健

所
1

階
予
診
室
(
料
金
無
料
)

※
夜
間
の
医
師
等
が
相
談
な
ど
に

応
じ
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー

等
秘
密
は
絶
対
守
り
ま
す
。

一附
幻
世
紀
職
業
財
団
で
は
、
育

児
・

介
護
・
家

事
と
仕
事
の
両
立

を
目
指
す
方
へ
の
情
報
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
と
し
て
『
2
0
2
0

テ
レ
フ

ォ
ン
』
を
開
設
し
て
い
ま
す

。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(
相
談
は
無
料
)

2? 
o � 
2? 

ιー 11 -. 
利手.

用レ
くフ
7ごオ
言、「二ノ

Gを

口
相
談
日

月
1

金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)

口
相
談
時
間

9

時
却
分
1

国
時
却
分

8
9
3
4

・
2
0
2
0

一国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
高

校
、
短
大
、
大

学
、

専
修
学
校
等

へ
の
入
学
費
用
や
、
在
学
中
の
授

業
料
な
ど
の
費
用
を
融
資
す
る
「
国

の
教
育
ロ
l

ン
」
の
申
込
を
受
付

し
て
お
り
ま
す
。
低
利
で

手
続
き

も
簡
単
で
す
。

口
融
資
額

学
生

・
生
徒
1

人
に
つ
き

2
0
0

万
円
以
内

国
の
教
育
口l
ン

率

口
利年

2

・

2
%
(

固
定
金
利

・

平

成
ロ
年
9

月
1

日
現
在
)

口
返
済
期
間

m
年
以
内

口
据
置
期
間

在
学
期
間
以
内
で
元
金
据
置
可
能

口
保
証
人

側
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
ま

た
は
連
帯
保
証
人

(
1名
以
上
)

口
問
い
合
わ
せ
先

返
済
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

国
民
生
活
金
融
公
庫
松
山
支
店

(宮
9
4
1

・

6
1
4
8
)
ま
で

.12月ごみの収集日・
清掃センター電話 966-4989

1 .もえるごみ ※12月 31 日は、ごみの収集を休みます。

収集曜日 収 集 地 域 収集変更日又は収集休止臼

月・木
東谷・西谷・土谷・;骨川

奥松瀬川|ー天神
毎 変更なし

火・金
北方東北方西南方東

南方西

週

7]<.土
町西・町東(天神を除く) 12月畑仕)は

山田・横灘団地前松瀬川 12月 22日闘に収集

2 . もえないとみ・有資源回収

収集地域
ペットボトル・ ガラス・空蛍ピン盟類 乾空 電き 缶池 類類もトやさレないイも類の テレビ 光;tT

有資源回収

東谷・西谷・土谷・滑川
12/ 4 (月) 12/11 (月) 12/ 18 (月) 12/25(月)

奥松瀬川・天神

北方東・北方西
12/5 (火) 12/12 (火) 12/1 g (火) 12/26(火)

南方東 田南方西

町西町東(天神を除( ) 
山田横灘団地 12/ 6 (水) 12/13(*) 1 2 /20(水) 1 2/27凶
前松瀬川

a 
広報かわうち平成12年12月号



-健康センター 8966-2191 

0育児学級

日時 12月 26 日(火)受付 午後 1 時~2 時

場所 健康センタ- 1 階

対象児 平成12:{'1三 1 . 2 月、 8 ・ 9 月生まれの乳児

(生後 3 ・ 4 ヵ月児、 10 ・ 11 ヵ月児)

内容 身体計測、発達チェック、小児科診察、

保健指導、栄養指導

持参晶 母子健康手帳、アンケート (事前に送付します)

0乳幼児相談

日時 毎週水|曜日午前 9 時~12時

場所 健康センタ -1 階

内容 身体計側、育児相談

持参晶 母子健康手帳

E表題~
Oいきいき健康講座⑦

「中高年女性のこころとからだ」

日時 12月 20 日附 午後 111寺30分~3 n寺

場所 健康センタ - 2 階

講師 愛媛県立医療技術短期大学

北川博之先生

E器産!l1I
0健康相談・栄養相談

血圧測定、尿検査を行ーっています。健康に関することは

お気軽にご相談下さい。

日時 毎週水曜日午前 9 時~1211寺

場所 健康センタ -1 階運動指導室

0こころの健康相談

精神的に不安定だ ったり、お年寄りの痴呆等の相談をお

受けしています。

日時 12月 8 日(剣午後 2 時~4 時

場所 健康センター及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦までご連絡下さい。

0滑川健康相談

日時 12月 6 日体)

午前11時~1211寺場所 生活改苦ーセンター

海上

九騎

午後 1 時30分~2 時30分

午後 3 時~411寺

E主.~適z.，;;~道tli~"'.lIII

日時 毎週月 n程日午前 8 時30分~9 時

(時聞が変更になりました。 ご注意 ください。 )

場所 健康センタ ー

持参晶 印鍛、登録をしている犬は鑑札、

狂犬病予防注射済票

女不幸な犬をつくらないためにも、繁殖を希望 しない場合は不妊・
去勢手術に努めましょう 。

且回孟也草Eヨ皇軍 (診療時間:午前 B 時30分~午後 5 時30分)

日 当 番 医 住 所 電 話

3 日(日曜日) )11 1111: 松山市南梅本町 976-7811 

10日(日曜日)
辻井循磁器科

重信 1 1fT 日一l 筏 964-0013 
内科小児科

17 日 ( 日曜日)
国立療養所

重信111]横河原 964-2411 
愛媛病院

23日(天皇誕生日) jj事 右 病 |涜 重信町志言1\川 964-1234 

24日(日曜日) 池川内科・ 11 1 1経内科 重信111]志主It川 964-7787 

31 日(日曜日)
愛媛ー|全医療学院

川内 1 1f] 南方 966-5011 
十j }，胃病 |旋

12月 1 日 世界工イズデー

工イズを知って

あなたが変わる

わたしも変わる く厚生省〉

平成1 2年12月号広報かわうち

ぬ



12月 261=1 (火) 受付

健康センタ -1 階

平成11年10 ・ 11月、 平成12{r:: 5 ・ 6 月 生まれの乳児

(生後 6 ・ 7 ヵ 月児、 1 誠 1 ・ 2 ヵ 月児)

身体計測、発達チェック 、保健指導、 栄養指導

母子健康手1 11長 、 アンケー 卜 (事前に送付します)

だいじようぶ

~子育て応援 します~J

fllt 師愛媛大学教育学部助教授 吉松靖文

②集団遊び ③手作りおやつの試食

④個別育児相談

lヨ 子健康手 1 1援、

二
十
世
紀
も
あ

と
残
り

一
ヵ
月
。

そ
う
い
え
ば
、

テ
レ
ビ
で
は
、

重

信
一房
子
の
逮
捕
や
か
ぐ
や
姫
の
再
結

成
な
ど
、

二
十
世
紀
を
想
い
起
こ
さ

せ
る
ニ
ュ
ー

ス
が
続
く
。
ま
た
、
I

T
革
命
、
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
建

設
な
ど
、
二
十

一
世
紀
を
想
い
起
こ

さ
せ
る
ニ
ュ
ー

ス
も
流
れ
、
ま
さ
に

世
紀
末
の
感
が
す
る
。

百
年
に

一
度
の
メ
モ
リ
ア
ル
な
月

だ
と
感
傷
的
に
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
原
稿
催
促
の
業
者
が
、
現
実
に

引
き

戻
し
に
来
た

。

12月 21 日(木) 受付 午後 1 時~2 時

健康センタ- 2 階

平成 9 年 4 月 ~6 月生まれの幼児

(3 歳 6~8 ヵ月児)

身体計測、 | 品j診、小児科診察、歯科診察、

保健指導(栄養 ・ 歯科)

iヨ子健康手111長、アンケート(事前に送付します)

(事前に送付します)

12月 1 日(合) 午前 9 11寺 30分~1211寺

健康センタ - 2 階

平成10年 7~9 月生まれの幼児とその保能者

(2 歳 3~5 ヵ 月児)

①講話「それでいいよ

健康センターか5

午前 91'~j;~10時

アンケート

0 3 歳児健康診査

日時

場 所

対象児

E司暇i]Ji苛隆義温

O子育て教室

日時

場 所

対象児

0育児相談

日時

場 所

対象児

内容

持参晶

円戸計

官

ず百

台

持参品

持参晶

命

内

内

表紙の写真
11月 14 日、川 | 内保育園児 (4 ・ 5 歳児)による防

火パレードが行われました。
ハ ツ ピを着た園児たちは、 UI] 筋のj苫や家に立ち寄与

り、 手作りの|妨火チラシを渡して、防火を呼びかけ

ました。

平成1 2年1 1 月 10 日現在

住 所 氏 名 年 齢 死亡月日 世 帯 主

中目 之谷 佐伯 秀:l:fI 77 10.11 佐伯 秀t.ll:

主"主、 五Ht ï11i野結奈 2 10.20 間野 JI野美

間之 側 宇和川芸輿干 82 10.23 宇和川仁智l防

保 免 イtdÍ:1 主E 64 10.27 佐伯 真青l

れ" 波瑚lキヨ ノ 83 10.28 V1nlil 古典

弟二|抗之木 吉本キヨ子 79 10.29 吉本 久雄

河之内'1i!f.IJ:1 近藤 .'(I~j夫 88 10.30 近藤 容ifol

住 所 保 護 者 名 前 生年月日

四古 市 松本 Wj-
ヨた の

9.20 ~Jx 7') 

上 砂 J�)(;JII 由紀 り'"泊‘ 9 .24 梨 花

;iJく illr 河野 盟美 し有、 <H SJE J‘ 10.11 

川内マンション 池之内~:イ~'-
:1: ~ 、

10.17 ヲf< f:衣

川内マンション I-Li lこl 将
つばさ

10.20 L官

桃灘団地 1 不Z在;fミ 栄子行
か づ1色・

10.20 香月

~旦γ(j 木 7]< 口 秀樹
あu 、 り

10.23 変 重2

昨年比
十104

+ 4 
+192 
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生誕お会

(+ 5人)

(+ 7人)

(- 2人)

(+ 9戸)

町の動き (11 月 1 日現在)

広報かわうち

女ごめい福をお祈りいたします
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5 ， 308人

5 ， 932人

3 ， 867戸
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... 
山道かう日浦を望む

宝蔵寺パス停

国道494号へ入り、河之

内の清水橋を過ぎたところの

へアピン力一ブの所にある。

山頂 (大熊城跡への分岐点)

バス停より約2時間で山の

l 頂き部分に出る。

。 大熊城跡

雲
行
き
の
あ
や
し
い
十

一
月
十
六
日
、
河

之
内
宝
蔵
寺
の
パ
ス
停
の
と
こ
ろ
か
ら
、
総

勢
三
名
の
探
検
隊
は
大
熊
城
(
中
世
の
城
跡
)

を
目
指
し
て

登
り
始
め
た

。

し
ば
ら
く
は
、

二
メ
ー
ト
ル
余
り
の
快
適
な
山
道
が
続
き
、
狩
場
へ
の

山
道
へ
続
く
と
こ
ろ
で
右
手
に
折
れ
、
山
の
尾
根
伝
い
に
山
道
を
上
へ
上

へ
と
登
っ
た
。

途
中
の
急
勾
配
も
な
ん
と
か
乗
り
切
り
、
山
の
頂
き
ら
し

き
と
こ
ろ
へ
到

着
。

宝
蔵
寺
(
河
之
内)i
大
熊
城
ル
l

卜

踏
破
断
念

こ
の
辺
り
か
ら
、
右
手
の
尾
根
伝
い
に
大
熊
城
へ
と
進
み
た
い
が
、

一

向
に
尾
根
ら
し
き
も
の
が
濃
霧
の
た
め
見
え
な
い

。

と
り
あ
え
ず
方
向
を

定
め
、
進
ん
で
み
た
が
、
道
ら
し
き
も
の
は
途
中
で
途
絶
え
て
お
り
、
そ

の
都
度
引
き
返
し
た

。

山
頂
付
近
を
さ
ま
よ
い
、
か
な
り
時
間
を
ロ
ス
し
た
う
え
、
小
雨
と

草

木
の
つ
ゆ
で
衣
服
が
濡
れ
、
体
力
も
消
耗
し
て
き
た

。

残
念
だ
が
、
大
熊

城
へ
は
次
の
機

会
に
登
る
こ
と
と
し
て
、
も
と
来
た
道
を
力
な
く
引
き
返

し
た
。


